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ボ「イング社の資本蓄積 と

「航空宇宙企業都市」 シア トルの形成

社会 ・政治的関係と労働市場一一

山 縣.宏 之

は じ め に

アメリカ太平洋岸北西地域のシア トルは第二次大戦後のアメリカで急速に発

展 した航空宇宙産業地帯の拠点都市の一つであ り,世 界最大の航空宇宙企業

ボーイング社の 「企業都市」(CompanyCity).と して知られている。本稿は,

このような航空宇宙産業特有の 「企業都市」としての性格を有 しているシア ト

ルを取 りあげ,そ の実像に迫ることを課題とする。従来,「企業都市」分析 の

対象 としては,自 動車産業都市や電気機械産業都市などが注 目されてきたもの

の,航 空宇宙産業都市については,研 究がほとんど蓄積されていないからであ

る。

「航空宇宙企業都市」シア トルに関する代表的な先行研究 としては,地 元州

立 ワシントン大学の研究者,R.セ ールによるシア トルの発展史研究 と,ア メ

リカの経済地理学者による 「ガンベル ト論」からの研究がある。 しか し前者は

おおむね事実や指標の列挙にとどまっている%ま た後者 もシアトルをボーイ

ング社の 「企業都市」 として特徴づけているものの,基 幹産業である航空宇宙

産業の特質と関連させてシア トル経済の構造をとらえていない とい う分析の不

十分さがある%

1)S田e,R.,SeattlePastmPre∫ 蝋UniversityofWashingtonPress,1972,PP,173-215.

2)Markusen,A、,P,Hail,S,CampbellandS,Deitrick,TheR∫58げ 伽G襯68晶Oxfordノ
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それでは,シ ア トルのような 「企業都市」を分析する際の視座は,ど こに求

めるべきであろうか。従来,「企業都市論」あるいは 「企業城下町論」と呼ば

れる研究があるが,し かしこれらの議論は,基 幹企業の 「地域独占利潤」取得

や 「企業社会」の具現の場 としてしか企業都市を取 り上げておらず,結 果とし

て 「企業の地域支配」に力点が置かれ,都 市形成の理論的考察という観点が希

薄 となっている%

以 ヒの研究に対 して,直 接 「企業都市」を対象 とはしていないものの,資 本

主義時代の都市形成について有効な分析視角を与えているのはD.八 一ヴェイ

である。ハーヴェイは資本による物的 ・社会的インフラス トラクチュア形成や

都市労働 市場の創出に注目するなど,資 本主義時代における都市形成を考察す

る研究にとって手掛か りとなる視角を与えている4,。本稿ではこのような視角

を 「企業都市」分析に敷衍して,基 幹企業の資本蓄積を都市形成の契機として

重視する視点 にたち,さ らにその航空宇宙企業 としての特質に留意 しつつ,

「航空宇宙企業都市」シア トルの形成を論じていきたい5〕。

本稿は 「航空宇宙企業都市」分析のうち,そ の直接的影響 と考えられる側面

を取 り扱っていく。第1節 ではシアトルの歴史的形成過程 とボーイング社の事

業展開を概観 し,第U節 では 「企業都市」形成の社会 ・政治的側面に相当する

＼Unive■$ityP■ess,1991,PP,149-173

.3)宮 本 憲 一 「社 会 資 本 論(改 訂版)」 有 斐 閣 ,1997年,89-92ぺ ・一ジ,宮 本 憲...・「都 市 経 済 論 」 筑

摩 書 房,1980年,249-253ペ ー ジ,都 丸 奉 助 ・窪 田暁 予 ・遠 藤 宏 一 編rト ヨ ダ と地 域社 会 」 大 月

書 店,1987年,1-31ペ ー ジ0

4)II・ ・Ψcy,D・,撫 し&LanizationofCapital:StndiuintheHint・ryandThmryofCapitalist

σr6翻 肥 如 嗜TheJohnsIlopkln3UniversityPre55,1985,PP,Kv-xvii&DP .185..225.(水 岡不 二

雄 監 訳 『都 市 の資 本 論 」 青 木 書店,1991年,11-13ペ ー ジお よ び251-306ペ ー ジ)。 ハ ー ヴェ イ の

議 論 を 敷 桁 す れ ば,基 幹 企 業 の資 本 蓄 積 と当 該都 市 の物 的 ・社 会 的 イ ン7ラ ス トラ クチ ュア形 成

の 関 係.そ の形 成 を媒 介 す る地 域 公 権 力 との 関 係,都 市 労 働 市 場 の 形 成 に.与え て い る影 響 に注 目

す る とい った重 要 な分 析 視 角 が 導 出 し うる。 しか し八 一 ヴ ェ イの 議 論 に は,キ ー概 念で あ る 「建

造 環 境 」 に所 有 視 点 が 含 まれ ず 都 市 形 成論 に必 須 の社 会 資 本 論 視 点 が 存在 しな い,資 本 流 通 論 と

の 関 係 で規 定 され るべ き経 済 学 的 規 定 が不 明 確 であ る,危 機 論 の 影 響 が見 られ る とい う弱 点 もあ

る 。 こ の点 は別 稿 にて 展 開 した い 。

5)基 幹 産 業 の 特 性,と くに そ の 労働 過 程 の技 術 的特 性 に 注 目 して都 市 形 成 の 特 質 を論 じ る視 角

(物 質 代 謝 論 視 点 〕 に つ い て は,岡 出知 弘 「四 日市 臨 海 工 業 地 帯 の誕 生 一 戦 前 期 の1場 誘 致 と初

期 公害 」 『経 済論 叢 」 第158巻6号,1996年12月,122ペ ー ジ。
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物 的 ・社 会 的 イ ンフ ラ ス トラ クチ ュア形 成 と同社 の 関係,お よび州 政 府 や 都 市

自治体 と同社 の 関係 につ い て 検 討 して い る 。 第 皿節 で は 「企 業 都.市」 形 成 を労

働.市場 の側 面 か ら見 て,ボ ー イ ン グ社 の直 接 雇 用 の特 質 とそ の都 市 労 働.市場 形

成 に与 えて い る影 響 につ い て分 析 して い る。 なお,「 航 空 宇 宙 企 業 都 市 」 シ ア

トル の全 体 像 を 明 らか にす る には,直 接 的 イ ンパ ク トに と ど ま らず,ボ ー イ ン

グ社 の 資材 ・サ ー ビ ス調 達,雇 用 労働 力 の消 費 支 出 を通 じて 生 み 出 され る.間接

雇 用 の 存 在 形態 とそれ に規 定 され た シ ア トル の地 域 経 済構 造 の特 質 につ いて も

検 討 す る必 要 が あ るが,こ の 点 は別稿 に て展 開す る こ と に した い。

な お 本稿 で考 察 の対 象 とす る都 市 圏 は,セ ンサ ス局 が 設 定 した シ ア トル主 要

都 市 圏(1980年 時点)で あ るが,以 下 で は単 に シア トル と表 記 す る。

1シ ア トルの歴史的形成 とボーイング社の事業展開

1シ ア トルの都市形成 と航空宇宙産業

.分 析 の ま え に,シ ア トル の 史的 発 展 を概 観 して お こ う。 第 二 次 世 界 大戦 以 前

の シ ア トル の 基 本 的性 格 は,カ リ フ ォ ルニ アの諸 都 市 とア ラ ス カ と を結 ぶ 中継.

貿 易 港 で あ った 。 シ ア トルで は19世 紀 の 後 半 に 人 口が 大 幅 に増 加 し,漁 業,水

産 物 加 工 業,造 船業 とい っ た港 湾 関 連 産 業 の ほ か,ワ シ ン トン州 にお け る豊 富

な森 林 資 源 と農 産物 生産 を背 景 に した 木材 加工 業,農 産 物 加 工 業 が 発展 した 。

続 く第 一 次 世 界 大 戦 時 に は,旺 盛 な軍 需 ・民 需 によ り造 船 業 が 飛 躍 的 な発 展 を

.見 せ て い た5,。 な お こ の時 期 に ボ ー イ ン グ社 は 海 軍 の 水 上 練 習 機 を生 産 して い

た もの の,シ ア トル の 一小 企 業 にす ぎ なか った 。 第 一次 世 界 大 戦 の終 了 と と も

に,シ ア トルに お.ける軍 需 お よ び民 間投 資 は低 迷 し,第 二 次 世 界 大 戦 時 まで シ

ア トル は長 期 にわ た る低 迷 を 余儀 な くされ た7)。

戦 時 経 済 へ の 移 行 を 契機 に,シ ア トル は ・大 軍 需 生産 拠 点 とな る。 この 時期

6)Bemer,R.,.S麟 漉!90己,一1.鯉 θr(&α 書∫た ゴη 〃艮82α ぬC8脚 α,Vol.1),CharlesPressコ1991,PP.

21-32,餌一 四,1幌一107,

7)1西 畝PP.136一 卑38.
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第1表 シア トル の雇 用 構 成(1960-1990年)

実 数 〔人} 構 成 比 〔%〉 伸 び 率 (%}

1960年 1970年 19即年 19曾0年 1960年 1970年 1980年 1990年 60-70 70-80 80-90

農業 ・林業 ・漁業 9田 2,040 3,043 8,910 0.3 D.5 O.5 ⑪.9 51.3 33』 65.8

鉱 業 373 265 946 869 o.t o.1 0.1 o.1 一40
.8 ア2.0

一8
,9

建 設 17,852 25,352 .46,531 67,130 5.7 5.9 6.9 6.8 29.6 45.5 訓}.7

製 造 業 正25,115 137,924 178,665 2271281 40.3 31.9 26.5 23.1 9.3 22.8 21.4

.

輸 送 ・公 共 21,816 35,337 50,598 67,9謝 7.0 8.2 ア.5 5.9 38.3 30.3 25.4

卸 29」93 35,039 51,085 74,029 9.4 8.1 7.6 7.5 16.7 31.4 31.o

小 売 り 51,937 .811376 133,635 185,5G6 16.7 18.8 19.8 18.9 36.2 39.1 28.3

金融・証券・不動産 19,741 351353 57,401 79,584 6.4 8.2 8.5 8.1 442 38.4 27.9

サ ー ビ ス 41,321 ア呂,679 147,544 268,751 13.3 1呂.2 21.9 27.3 47.5 46.ア 45.1

そ の 他 2,400 上,495 5,521 ヨ,442 o.8 0.3 o.8 0.3 一60 .5 ア2.9 一50.4

一.....

総 数 310,ア42 432,860 675,069 984,440 ユoo.o 1σ0.0 100.o 100.O 282 35.9 31.4

注1);「 農業 ・林業 ・漁業1は 農業労働者を含まない。

2):秘 匿数値についてはWestVirglruaUniversityのAndrewIsle【man教 授の推計による。
3):航 空宇宙は製造業の内数で.航 空機 ・部品と宇宙船 ・ミサ.イルの合計数値。

lll所=U.S.Dept.D`CD㎜lerc心,BureauofTheCensus,伽 吻 β翻 鄭1鴇 鱗amuallア .

には 軍 用艦 や兵 站 を支 え る軍 用 食 料 の 生 産 な ど,様 々 な軍 需 生 産 が行 わ れ たが ,

なか で もボー イ ング社 の 航 空 機 生 産 が そ の 中心 で あ った 。 同社 はB17,B25,

B29な ど,米 軍 の 主 力 爆 撃 機 の 開発,生 産 を 担 当す る こ と とな った が ,.1944

年 の最 盛 期 に は,同 社 は4万 人 を シナ トル にお い て 雇用 して お り,シ ア トルの

製 造 業 従 事 者 の 過 半 を 占 め て い だ,。 終 戦 と と もに,シ ア トル も戦 後 リ セ ッ

シ ョ ンに陥 った が,戦 後 の航 空 機 産 業 の 成 長 お よび航 空 宇 宙 産 業 へ の発 展 と と

もに,ボ 「 イ ン グ社 は世 界 最 大 の 航 空 宇 宙企 業 に成 長 し,特 に1960年 代 以 降,

シ ア トル の 急成 長 を牽 引 す る こ と にな った 。

こ こで1960年 以 降 の シ ア トル経 済 の推 移 と航 空 宇 宙 産業 の地 位 を確 認 して お

こ う。 第1表 に よ る と,1960年 に お い て航 空 宇 宙 は 約6万 人,シ ア トル の製 造

8).R・Ger.,E・,FlyingHigh:TheSmryげ 伽'曙 伽4`hrRisefthe」e伽e.lndustry
,Atlanti。

MonthlyPress,1996,pp.63-71、
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第2表 シア トル航 空宇 宙 産 業 の 雇 用 規模 別構 成(1960-1990年 〕

事 業 所 数事業所規模

(人)一.. 1960年 1970年 1980年 1990年

一19

20-49

50-99

100一 一249

25〔}一499

500一

10

ユ

3

1

0

1

14

7

5

0

2

3

21

ユ3

9

3

2

4

44

11

正5

3

0

12

計 16 31 52 85

注:「航空宇宙」は産業標準分類における航空機 ・同部品と誘導 ミサイル ・宇宙船の数値の合計。

出所:第1表 に同 じ。

業雇 用 の40.3%,総 雇 用 の19.5%を 占 め てお り11990年 に は11万2000人 に増 加

し,製 造 業 雇 用 の23.1%,総 雇 用 の11,4%に 達 して い る。1970年 以 降 の シ ア ト

ルで は経 済 発 展 が め ざ ま しい た め,総 雇 用 に 占 め る比 率 は低 下 しつ つ あ る もの

の,こ の30年 間 で航 空 宇 宙 の雇 用 が2倍 近 くに増 加 し,単 一 業種 と して は突 出

した 大 きな ウ ェイ トを 占め てい る こ'とが確 認 で きる。 また 第2表 に よれ ば,シ

ア トルの 航 空 宇 宙 産 業 の事 業 所 構 成 の特 徴 と して,雇 用 規 模 が100人 未 満 の小

規模 事 業 所 と,500人 を 超 え る大 規 模 事 業 所 の存 在 が読 み とれ る。 この 中で,

大規 模 事 業 所 の大 部 分 は雇 用 規 模 が ユ万 人 を上 回 るボ ー イ ン グ社 の巨 大 事 業 所

で あ るの に対 して,小 規 模 事 業 所 は,い ず れ も経 営 規 模 の小 さ な 部 品製 造 を

行 っ てい る事 業所 で あ り,シ ア トルの 航 空 宇宙 産 業 に おい て は ボー イ ン グ社 が

他 を圧 す る巨 大 な存 在 で あ る こ とが確 認 で き る。 後 で 詳 細 に検 討 す るが,シ ア

トル にお け るボ ー イ ング社 の直接 雇 用 は,1960年 代 と1980年 代 後 半 に は10万 人

に も達 し,多 くて も雇 用 規模 が数 千 人 にす ぎ ない シ ア トルの 他 の企 業 とは隔 絶

した 雇 用 数 を誇 っ てい だ,。 この よ う な突 出 した雇 用 数 は ,シ ア トルが ボ ー イ

ング社 の 「企 業 都 市」 で あ る と形 容 され る直 接 の根 拠 とな っ て き た ので あ る。

9)CltyofSeattlc,(b即 融 融 τ耀F肋 π磁'Report ,annually.
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2戦 後ボ ーイング社 の事業展開 とシア トル

つ づ い て 戦 後 の ボ ー イ ング社 の事 業 展 開 につ い て概 観 して お こ う。 戦 時経 済

時 に大 型 レシ プ ロ爆 撃 機 の 大 量 生 産 を行 って い た ボ ー イ ン グ社 は,戦 後 大 型

ジ ェ ッ.ト爆 撃 機 の 開 発 に乗 り出 し,B47やB52と い っ た 戦 略 爆 撃 機 の 開発 ・

生 産 を 成功 さ せ た。 これ に よ り,同 社 は 大型 ジ ェ ッ ト機 に必 要 な 開.発生 産 技 術

を 確 立 し,195⑪ 年代 後 半 か ら大 型 民 間 航 空 機市 場 に 参 入 した10:,。そ の後1960年

代 に はB727,B737,B747と い った ベ ス トセ ラ ー機 を 生 み 出 し,1990年 代 ま

で 引 ぎ続 く競 争 優 位 を確 立 す る こ とに成 功 して い る。 ま た 同時 期 に ボ ー イ ング

社 は,ICBM(Minuteman)計 画 や サ ター ン計 画 に参 加 し,民 間 航 空 機 部 門 か

ら宇 宙 部 門 まで を包 括 す る,世 界 最:大の航 空 宇 宙企 業 へ と成 長 して きた11)。

以 上 で 確 認 した 戦 後 の ボ ー イ ン グ社 の事 業展 開 に お い て,シ ア トルは ど.のよ

うに位 置 づ け られ て きた ので あ ろ うか 。 第3表 に はユ990年 にお け る ボー イ ン グ

社 の事 業 所 配 置 の 一覧 を示 してい る。 この表 か らは,本 社,研 究 開 発,民 間 航

空 機 部 門 の 最 終組 立 工 場 とい うボー イ ン グ社 の 開.発生 産 体 制 の 要 とな る 中枢 機

能 が ワ シ ン トン州 シア トル に集 中 して い る こ とが 確 認 で き る。 な お,シ ア トル

以 外 で は,カ ンザ ス 州 ウ ィチ タ に1970年 代 まで 戦 略 爆 撃 機B52の 最 終 組 立 を

行 って い た軍 用 機 の 組 立 拠 点 が立 地 し,ニ ュー ジ ャー ジー 州.フィ ラデ ル フ ィア

に軍 用 ヘ リ コプ ター を生 産 して い る部 門が 立 地 して い るが ,こ れ ら の部 門 は,

同 時 に,民 間航 空 機 の構 造 部 品 を生 産 す る主 要 分 工場 と もな っ て い る。 この ほ

か に も構 造 部 品 や 各 種 部 品 を生 産 す る分 工 場 が ア メ リカ国 内 の広 い 範 囲 に わ

た って 分 散 し,国 外 の カナ ダ,オ ー ス トラ.リアに も部 品工 場 が 立 地 して い る。

以 上 で概 観 した よ うに,広 域 に展 開 して い る ボ ー イ ング社 の開 発 生 産体 制 に お

い て,シ ア トル は そ の要 とな る同社 の 本拠 地 と して位 置 づ け られ て きた ので あ

る。

10〕Baロer,E.,召 ρα',置g説I」 印 ω αη4田 既 」-ABAPubH曲 孟ng ,1991,PP,186-200.

11)Markusen,Ila川,Campbell乱 川dDeitrlck,⑫c蹴,PP.156-159,
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第3表 ボ ー イ ング社 の事 業 所 配 置.(1990年 時 点)

州 名 個名) 立 地都 市 事 業 所 事 業 内 容

ワ シン トン Seattle 本社

DevelopmentCenter 研究開発 〔民間航空機 ・国防宇宙)

Plant11,B。singField 国防宇宙開発

Rmton Renwn〔 めmplex 民間航空機最終組ウ1(B737,B757)

国 Aubum Aub皿[C。MP[ex 民間航空機構造部品(主翼構造部品).

Be]levue BCS コ ンピ ェ一 夕ーサー ビス

Kent BoeingElectronicsSite エレク トロニクス事業部

SpaceCenter ミサイル,宇 宙船開発

Everett E・erettComplex 民周航空機最終組立(B747,B767,R7?7)

.

カンザス Wlckita WichitaDivision 軍用機最終組立(B52,現 在は生産せず)

民間航空機製造部品(胴体)

内 じ1ニ ジ, . 田add山 BoeingVert。1 へIjコ プター生 産

iジ ー 民間航空機製造部品(胴 体 ・主翼の一部)

一...
1ミ ズーり,テ キ

iサス, カリフオ

St.Louis,

Houston,
分工場 胴体構造部品,各種部品

1ル ニ アほ か LongBeach

.国;カ ナダ

....

分.鵬 各種部品

鰐 オ_ス トラリア 　 分工場 各種部品

出 所:ThegoringCompanyAnnualReport,an皿ually.TheB面n琶Com図nyH⑪mePage.(IJRL

hup=〃www.boεin鷹.〔om),Markusα1,A.、P.Hall.S.Campbe皿 、S.Deitrlck,7偽8R'58げ1加

GunbefqOxfordUniversityPTess,1991,P、149よ り作 成 。

11.シ ア トル にお け るボ ー イ ン グ社 の 事 業 活 動 と社 会 的 ・政 治 的 関 係

1ボ.一 イング社の事業活動 と物的 ・社会的インフラス トラクチ ュア形成

引 き続 きボ ー イ ング社 の事 業 所 立 地 と シ ア トル に お け る物 的 ・社 会 的 イ ン フ

ラ ス トラ クチ ュア の形 成,お よ び ワ シ ン トン州 ・都 市 自治体 との 関係 とい った

「企 業都 市 」 形 成 の社 会 的 ・政 治 的 側 面 を 考 察 しよ う。 まず,シ ア トル に お け

る物 的 イ ン フ ラス トラ クチ ュ ア の形 成 に 注 目す る と,第4表 にあ る よ うに,ハ

イ ウ ェ イや鉄 道,電 力 設 備,地 域 空 港,運 河 な ど航 空 機 産 業 に必 須 の イ ンフ ラ

.ス トラ クチ ュ アは,い ず れ も戦 前 期 にす で に建 設 され てい た こ とが確 認 で きる。
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第4表 シ ア トル に お け る イ ン フ ラ ス トラ クチ.ユア形 成

年代 建 設 ・整備 さ れた イ ンフ ラ ス トラ クチ ュ ア

1880 シ ア トル港 築 港

ワ シ ン トン大 学 設立

鉄 道(NorthernPacific)開 通

1900 運 河 建 設 〔ワ シ ン トン湖一 ビュ ー ジ ェ ッ ト湾)

シ ア トル市 域 の拡 大 と都 市 計 画 の進 展

1910 ハイウェイ整備(未 舗装)

1920 地 域 空 港 建 設BoeingField(シ ア トル>

RentonField(シ ア トル南 部)

1930 Grand.Couleeダ ム建 設,電 力 供 給 の増.大

ハ.イウ ェ イ整 備(舗 装)

194〔} 連邦政府 によるシア トル南部の軍需丁場

建設 とイ ンフラス トラクチ ュア整備

1950 高等 教 育 機 関 の新 設(SeattleUniversity等)

シア トル港 の 近 代 化(コ ンテ ナ設 備 建 設)

1960 広域交通 システムの整備 〔Metro>

出 所:Av配ry,M.,翫 痂 ηg伽AHistroyoftheEzrrgreenState,.Universityof

WashingtonPress、1961,PP.305-329.Bemc【,R,&麟 な1.卿 ・1920`'}ひ 撹

Boo珊 ω ㎜ η`ρ σr加 〃7勉rゐ π伽`ら ごoRσ 如π面 伽(5滋`地f蒐the20th(century,

Vol.1),CbalesPress,1991,PP,1-17,pp.33-55,PP.112-151,.PP,229-257.よ り

作 成 。

また,ボ ー イ ング社 が.シア トル周 辺 に展 開 して きた 事 業 所 を 示 して い る第1図

に注 目す る と,ボ ー イ ング社 は,戦 前 期 か ら戦 時 期 に か け て,大 型爆 撃 機 の開

発 ・生 産 の た め.に,③Plant11や ④ 開 発 セ ン タ「 ⑤Renton.J:場 を あ い

つ い で建 設 してい るが,こ れ らの事 業 所 は,既 存 の 鉄 道,ハ イ ウ ェイ,地 域 空

港,運 河 の利 用 で きる,シ ア トル南 部 に集 中 して 建 設 さ れ て きた こ とが 確 認 で

き る。 さ らに,第 二 次 世 界 大 戦期 に は,シ ア トルが 軍 需 生 産拠 点 ζな っ た こ と

か ら,こ の エ リア に は,連 邦 政府 に よ って イ ンフ ラス トラ クチ ュア の 整備 が 行

わ れ て い る'2)。そ して,戦 後 建 設 さ れ た ①Everett工 場 や,⑧Auburn工 場

12>Wa㎜,J.,KingC,,utyandItvEmeraldCity,AmericanHistorica】Press,19田,pp.142-145.
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第1図 シア トルにおけるボー イング社の.事業所展 開

出 所:Markus叫A.,P、eau,S.〔:ampbeH,S.Dd出ckT雇Rf58げ 醜8G研 蝕 伝OxfordUniΨersl.

tyPress,1991,P.149,TheB.,.,CompanyAnnua'Report,annually.TheBoeingCompany

Homepage(URLhttp:〃www.boeing.com)よ り作.成 。
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な どは,戦 後 シア トルの 郊 外 に 整備 さ れ た ハ イ ウ ェ イ,鉄 道,地 域 空港 に近 接

して 建設 が行 わ れ て お り,特 に新 た な基 盤 整 備 は行 わ れ て い な い'3}。一 方,衛

生,医 療,教 育 等 の 社 会 的 イ ン フ ラス トラ ク チ ュ ア に関 して も,19世 紀 末 に さ

か のぼ る州 政 府 の 教 育 機 関 設立 や 医 療 産 業 の 独 自の 発展 な ど,戦 前 期 に お け る

集 積 が 存 在 して い た うえ に,.戦 後 もボ ー イ ン グ社 が 直接 育 成 す る こ とは なか っ

た国。 以 上 の よ う に ボー イ ング社 は,物 的 ・社 会 的 イ ン フ ラス トラ クチ ュ ア形

成 を新.たに要 求 す る よ り も,む しろ既 存 の イ ンフ ラス トラ クチ ュア に依拠 して,

そ の 外 部 経 済 を 享受 して き た こ とが うか が え る。

2ボ ーイング社 と地元都市 自治体,ワ シン トン州 との政治的関係

上 記 の ボ ー イ ング社 の イ ン フ ラス トラ クチ ュア形 成 との 関 わ り方 は,地 元 都

市 自治体 との政 治 的 な関 係 に も反 映 して い る。 地.元都市 自治体 との 関係 に注 目

す る と,.同 社 は都.市政 治 と はそ れ ほ ど密 接 な 関係 は有 して お らず,ボ ー イ ング

社 は 地 方 自治体 の 動 向 に 「無 関心 」 で あ っ た畑。 この 点 は 日本 の 典 型 的 な 「企

業 都 市 」 とは大 き く異 な る シア トル の特 徴 と な って い るが,上 記 の よ うな関 係.

が見 られ るの は,種 々 の イ ンフ ラス トラ クチ ュ アの整 備 な ど,同 社 に と り,直

接 利 害 の関 係 す る権 能 を ワ シ ン トン州 ゐ都 市 自治体 が 有 して い ない こ と,ま た

都 市 財 政 に と り,同 社 か らの直 接 的 税 収 が.大きな ウェ イ トを しめ て い な い こ と

が 影 響 してい る と考 え られ る16}。他 方,..ポ ニ イ ング社 は ワ シ ン トン州 の 政 治過

程 と は密 接 な つ なが りを形 成 して きた 。 これ は ア メ リカで は 州 が 独 自の権 力 を

13>NDπ}s,G.andM.Wagner,Boeing747,MotorbooksInternational,pp.90一 餌〕、7冷 飾 爾g

Companyaanua!Report196GTheBoeingCompany,1966,pp.23-26.

14)Sale,ψ.d乙,PP.脳一2臥Mak血sen,Hd[,CampbellandDeitdck,⑫.漉,p.165.な お こ こで

用 い てい る社 会 的 イ ン フ ラス トラ ク チ ュ ア概 念 は,D.Harveyの 議 論 に依 拠 して い る。

15>Sale,砂 、磁,p.184,R。 樗ers,opdo,pp.306-307.シ ア トル都 市 圏 内 で ボ ー.イ ング社 の事 業所

が 立 地 して い る都 市 自治 体 と して は シ ア トル市,エ パ レ ッ ト市,レ ン ト ン市,才 一 バー ン市 が あ

る。

16)livery,.D.,andCityCouncilCentre】Staff ,CityofSeattleBudgetHistory,CityofSeattle,

1990,PP.12-24.シ ア ト,レ市 を例 に と る と.ボ ー イ ン グ社 か ら の直 接 的税 収 は財 産税 を 中心 に歳

人 の3%以 下 で あ っ た。
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第5表 ボ ー イ ング社 の ワ シ ン トン州 内雇 用 の職 種 構 成(1989年)

職 種 雇用労働者数(人) 構成比 〔%)
「.

一...

L

経 営 ・管 理(Managerialandadministrative) 12,100 u.8

専 門 ・技 術(P・ ・f・・sional。ndtoじhni。al) 39,900 38.9

生 産 ・組 立(Pr・du・ti。nandcraft) 32,400 31.5

事 務 作 業(Clerical) 171300 16.8

サ ー ビス そ の他(Serviceandother) 1,000 1.0一...
総 計 102,700 100.0

注=ボ ー イ ング社 の ワシ ン トン州 内 に お け る雇 用 の う ち
,97妬 は シ ア トル に集 中 して い る た め,こ

の表 は ほ ぼ 同 社 の シ ア トル に お け る 雇 用構 造 を 表 す も の に な っ て い る
。 第2図 も 同様 で あ る.

出 所:Pascall,G.,D,PedelsonandR .Conway,TheBoeingCompanyEconomiclmpactStudy
,

1989,P.17.

有 しており,独 自の法制が企業の事業活動に多大な影響を及ぼすからである。

特に同社は,州 税制,環 境規制,労 働法制に関 して強い利害関係を有 してお り,

州法の審議過程に対 して強い影響力を及ぼしている1"。ただし州の同社からの

.直接の税収は歳入全体の数%に 過ぎないことか ら,州 の政治過程へ及ぼしてい

る影響は主にロビー活動に限定されている18,。

mボ ーイング社の直接雇用とシア トル労働市場

1ボ ーイング社の シア トル におけ る雇用構造 と労働 力の特質

最 後 に,シ ア トルの 都 市 労働 市場 形 成 に対 して ボ ー イ ン グ社 の 及 ぼ して い る

影 響 につ い て 検 討 して い こ う。 まず は,ユ989年 暗 点 の ボ ー イ ング社 の ワシ ン ト

ン州 に布 け る雇 用 構 造 を示 す 第5表 を検 討 す る
。 この表 に示 され る各 職種 の構

成 は,「 専 門 ・技 術 」 職 種 が 全 体 の38 .9%に あ た る3万9900人 と もっ と も大 き

い ウェ イ トを 占 め ,つ づ い て,「 生 産 ・組 立 」 職 種 が31.5% ,「 事 務 作 業 」

17)Ni….D ・・J・Pi,"C・.Sh・]d・n(ads.),GovrrnmeotandPoliticsintheEvergreenStare
,W

・shingt・nSG・ ・U・i…cityPress,1992 ,PR53-57,5・1・,Op_sit.,pp.310-312ボ ー.イ ン グ 拙 ま

究 極 の ロ ピ.イ ス ト と 評 さ れ たCQ{feyを 擁 して い た.

18)丁 卜・W・ ・hi・g…S…en・Pt .・fRe-e,恥 激 ・繊 。、。nn。 。Lly .
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16,8%,「 経 営 ・管 理 」11.8%.と な っ て い る。 この よ う に ボ ー イ ン グ社 の 雇 用

構 造 の第 一 の特 徴 は`主 に研 究 開発 に従 事 し,生 産 工程 の 一部 に も携 わ る科 学

技 術 者,エ ンジニ アの雇 用 比 率 が きわ め て 高 い こ とで あ る 。 ま た,第 二 の特 徴

と して,生 産工 程 で 部 品加 工,組 立 に従 事 す る生 産 労働 者 め雇 用 比 率 も,全 体

の31.5%と 高 くな って い る こ と も確 認 で き る。

ボー イ ング社 の直 接 雇 用 が,こ の よ うな ユ ニ ー ク な職 種 構 成 と な って い るの

は,航 空宇 宙産 業 が 独 自 の雇 用 特 性 を 有 して い る た めで あ る。 現 代 の 航 空 機 は

ハ イ テ クの 固 ま り と もい え る精 密 な 輸 送用 機 械 で あ り,高 度 な航 空 力 学,機 体

構 造,先 進 的 な金 属 材 料 研 究 ゆ ら,エ レ ク トロ ニ ク ス技 術 や,先 端 的 加 工技 術,

複 雑 な ソ フ トウェ アの 開 発 な どの 多 岐 に わ た る研 究 開発 活 動 が 必 要 と され る。

したが って他 の製 造 業 と比 較 して も,研 究 開発 の必 要 性 が きわ め て 強 く,莫 大

な研 究 開発 投 資 が 要 求 さ れ る業 種 で あ る19)。第6表 は,ア メ リカ製 造 業 各 業 種

.の科 学 技 術 者 ・エ ンジ ニ ア の雇 用 比 率 を 示 す もの で あ るが,「 航 空 機 ・ミサ イ

ル」 は,1960年 に11.1%,1990年 で は15.1%と,他 の 製 造業 よ り も雇 用 比 率 が

か な り高 い こ とが確 認 で きる 。 ま た第5表 と第6表 とを比 較 してわ か る よ うに,

ボ ー.イング社 の シア トル に お け る雇 用 構 造 は,航 空 宇宙 産業 の平 均 よ り もい っ

そ う研 究 開 発 に 傾斜 して い る が,こ れ は第1節 で確 認 した よ うに,シ ア トルに

研 究 開 発 機 能 や 最終 組 立 機 能 が 集 中 して い るた めで あ る。.

一 方
,「 専 門 ・技 術 」 職種 だ けで な く,「 生産 ・組 立 」 職 種 につ い て も,航 空

宇 宙 産 業特 有 の労 働 力 が 求 め られ る。.航空機 は20年 以 上 にわ た り過 酷 な使 用 に

耐 え,事 故 を起 こ して は な ら ない た め,そ の製 造 に際 して,高 い精 度 が 要求 さ

れ る 。 この た め組 立 作 業 や 機 械操 作,品 質 管 理 にか な りの 熟練 度 が 要求 され て

い る鋤。.した が っ て,航 空 宇 宙 産 業 で は重 層 的 な 労 働 等 級 区 分 が 形 成 され,特

に労 働 等 級 で 上 位 に位 置 す る 「中核 的 労 働 力 」.につ い て は,熟 練 度 の高 い,ス

19)Tyson,L,確 加sBashingWhom,TheInstituteforIntematio皿atEconomics,1993,p,.212 .(竹

中平 蔵 ・阿 部 司訳 『誰 が 誰 を た たい て い る の か 」 ダイ ヤ モ ン ド社,1993年,239ペ ー ジ)。

20)B-uest."B.,P.Jordan,M、Sunlvan,ノ1ゴ π露4}1η ぬ 砿ワpγ 照 〃ゴ蝿AubumHousePublishing

Company,DP、123-124.129-135,137-138.
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第6表 ア メ リカ製 造 業 各 業 種 の 科 学技 術者 ・エ ンジ ニ アの 雇 用 比 率(ユ960-19900

製造業各業種
.科 学技 術 者 ・.エンジニア比 率(%)

平均賃金(
製造業平均=100)

1960年 1970年 1980年 1990年 1960年 1990年....

食 料 品 0.3 0.4 0.5 0.5 90.9 83.2

化 学 5.1 4.2 5.8 9.2 116.2 .122.7

石 油 製 品 5.3 6.2 8.o 9.0 127.4 137.2

ゴ ム ・プ ラ ス テ ィ ッ ク 1.4 1.0

一一一一

100.6 8生3

土 石 ・ ガ ラ ス

一

Q.7 0.9 1.7 96.5 93.9

一一 次 金 属 0.6 0.5 口.7 一 116.9 112.4

加 工 金 属 0.7 Q.5 0.5

一

103.1 95.6

産 業 機 械 2.3 .2.2 1.5 5.8 113.1 109.2

電.機 機 械 5.7 5.2 5.1 9.2 102.9 98.6

輸 送 用 機 械 5.9 6.6 7.3 9.9 123.9 128.8

航 空 機 ・ ミ サ イ ル 11.1 13.2 12.5 15.1 129.3 141.2

それ以外の輸送用機械 2.0 2.6 3.6 5.5 119.8 119.0

計 器 3.1 3.7 .5.5

一

ll2.6 116.8

そ の 他 製 造 業 一 0.2

一

一 101..3 73.3

製 造 業 平 均

一

2.o 2.2 一 100.0 100.0

注=..は 元 デ ー タ に 秘 匿 数 値 が あ る た め.計 算 不 能 。

出 所:U.S.Deptof(:om[nerce,BureauofTheCensus,AnnualSurveyofManufacture,1960,

1970,1980,1990.U.S.Dept、ofCommerce,BureauofThe.Census野Su.vayofCumentBusi.

ness.November1994,p.70,よ り作 成o

キルフルな労働力となっているのである`1〕。以上のような特質を有する労働力

の特性は,.第二次世界大戦中から戦後初期に形成されたが,1960年 代後半以降

はNC機 器の導入にともない熟練は解体傾向にある。 しかし他の製造業と比較

すると,航 空機の生産工程では,依 然 として質の高い熟練労働力が必要とされ

つづけている22,。

また,以 上で確認 した航空宇宙産業の雇用特性は,雇 用労働者の賃金水準に

21}U.S.Depto`Labor,W卿 〔脆π脚o'㎎y'The&,i躍gG槻 ρ吐型[随 ∫所,ぞ8加"'「 飽泌]伽4∫ 躍一

∫㎝ α書ゴ偲 α'A∬ocf4々oη の「Marぬ'加5',」 加615B6一 α 如ber1.977,U.S.GovビrnmentPriht㎞9

0ffice,1983,PP、19-23、

22〕Kmnemer,A.andE.Henneberger,「`ProductivityinaAircraftMa.n1ユracヒuring,"Monthly

ムz肋rR8τ ・ゴ馴Vol.116,No.6,」..1993,PP.24.33.
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も反映 している。第6表 の右側を見ると,製 造業.各業種と比較 して,航 空宇宙

産業の賃金水準がかな り高いことが確認できる。航空宇宙産業の労働者が高賃

金である理由として,賃 金水準の高い専門的職種の雇用比率が高いこと,ま た

生産労働者についても,他 の機械系製造業と競争して,優 秀な労働力を確保す

る必要があること,自 動車産業などと比較 して外国企業との激 しい価格競争に

巻 き込まれにくいため,強 力な労働組合が残ってお り,1970`代 以降も賃金水

準が低迷 しなかったことが指摘されている2%

さらに各職種についてボーイング社の労働力の確保ルー トを確認すると,専

門的職種 と生産 ・組立職種は対照的である。1950年 代以降,ボ ーイング社は事

業拡張にともない高度な教育を受けた人材を多数必要としたため,専 門的職種

についてはカリフォルニア州南部,中 西部,大 西洋岸北東部の工科大学など,

全米規模 に雇用先を拡大 した鋤。一方生産労働者については,生 産の急増期に

は域外から雇用 して,労 働力需要を満たすこともあったが,専 門的職種 と比較

すると地元密接型雇用を行ってきた点が特徴的である2%

2ボ ーイング社の直接雇用 とシア トル労働市場への インパク ト

上 述 の影 響 に関 して,第 一 に注 目す べ き は,ボ ー イ ン グ社 が研 究 開発 拠 点 と

して シ ア トル に科 学技 術 者 や エ ンジ ニ ア を集 中 し,専 門 的職 種 の労 働 市 場 を形

成 して きた 点 で あ る。 航 空 宇宙 産 業 で は重 要 な経 営資 源 で あ る科 学 技 術 者 が企

業 間 を移 動 す る傾 向 が 一般 に 見 られ るが/同 社 は他 の 有力 航 空 宇 宙 企 業 の 存在

しない シ ア トル に 立地 して い た ため,こ の よ うな労 働 力 を 自社 に引 き留 め る こ

とが 可 能 で あ った2醇)。また,第7表 は1960年 以 降 の シ ア トル労 働 市 場 お よび デ

トロ イ ト労働 市場 の職 種 構 成 を比 較 した もの で あ るが,自 動 車 産 業都 市 デ トロ

.イ トと比 較 した場 合,シ ア トル の.専門 的 職種 の比 率 が 高 い こ とが 読 み とれ る。

23〕Bluestone,Jor〔[an,SulHvan,OP.ζ 畝,PP,151...154,

. 24}Mark壮sen,H乱i【,〔:己rnpbe】1,Deitrk=k,ψ.ぐ 鼠,p.166.

25)Rogers,op.`鉱,p.292.

26,Sat,,砂.e鉱,p.466.

一 ト;「...T}....
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第7表 シ ア トル お よび デ トロ イ ト労働 市 場 の職 種 構 成(1960-1990年)

〔単位:%)

シ ア ト ル デ ト ロ イ ト

職 種
1960年 1970年 1980年 1990年 1960年 1990年

専門技術労働者 15.4 19.3 1ア.9 21.2

f..

12.1 18.3

(エ ンジニア) 3.4 3.6 3.2 5.3 2.1 2.2

経営者 ・管理者 9.8 9.2 .12.1 14.7 7.2 12.ヨ

販 売 8.4 8忍 11.1 12.7 8.1 11.9

事 務 17.6 20.O 18.4 16.6 15.8 17.4

精密加工 ・技 巧 ・修理 15.3 14.7 13.8 11.1 15.8 11.5

操 作 ・ 輸 送 12.8 11.8 10.3 11.1 21.4 15.0

サ ー ビ ス 8.4 11.1 11.8 11.2 8.7 10.8

農 林 漁 業 L3 1.6 1.3 1.8 D.2 0.6

そ の 他 11.1 4.2 3.2 0.5 8.7 2.1

計 100.0 10D.0 100.0 100.0 100.0 100.0

実 数(人) 419,933 556,755 791,047 1,054,078 1,328,735 1,756,541

注1):「 精密 加工 ・技巧 ・修理工」は 自動車修理 業従.事者 を除 く。

幻:こ の表の数値 には,自 営業従事 者を含む。

3):こ の表は15歳 以上の従業者 を示す。

4)=年 ごとに項 目の変更が あるため,1980年 以降の項 目に統一 して表 を作成 した。

5):〔 エ ンジニア)は 専 門技術労働 者の内数。

出所=U.S,Dept.ofCo㎜erce,Bureau。fTheCensus,伽 麟 幽 卿 伽,annually.

ボー イ ン グ社 の雇 用 して い る多 数 の エ ン ジニ ア は,1989年 時 点 で3万9900人 を

数 え,1990年 の シ ア トルの 専 門技 術 職 種22万3465人 の う ち17.8%を 占 め る な ど,

自動車 産 業 都 市 とは区 別 され る 「航 空 宇宙 企 業 都 市 」 シ ア トルの 特 質 の形 成 に

大 き く寄 与 して きた の で あ る。

第二 に,第1節 で確 認 した よ うに,ボ ー イ ン グ社 が 大 型民 間航 空機 部 門 に経

営 の ウ ェ イ トを置 い て い る こ とか ら くる フ レキ シブ ル な雇 用 形 態 の影 響 が あ る』

同部 門 に年 毎 に生 産 機 数 が 大 き く変動 し,不 安 定 な経 営 を強 い られ る とい う特

徴 が あ るた め,同 社 は 大 幅 な雇 用 数 の調 整 を必 要 と して きた 。 したが って第2

図 に見 られ る よ うに,ボ ー イ ング社 は生 産 機 数 が 増 加 す る と きに は大 幅 に雇 用

を増 加 させ,減 産 期 に は 大規 模 な レイ オ フ を行 って きた 。 同社 が必 要 に応 じて
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第2図 ボ ー イ ング社 の ワ シ ン トン州 内 に お け る雇 用 の推 移

(人)

12⑪。Doo
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=Pascoall,G.,D、Pederson,R.Conway,丁 霞εBρ 曜函κ(加 ρα蟹 盈oη ㎜ ゴ`∫那.

ρ4ご診&K4y,P.10.

第3図 ボ ー イ ン グ社 と シ ア トル の 平 均 賃 金
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図 の 金額 は消 費者 物 価 指 数 を用 い て1982年 ドル に統 一 してい る,

=PascaU ,G.,D.Pede【son、R.Cunway,頭 ごL.p.ユ0.お よ びU.S.Deptof

Commerce;Bureauo「TheCensus,CountyBti'.Pan;annually、 よ り筆

者 計 算.

労働力の雇用調整を行 うことができたのは,シ アトルには同社に.匹敵する有力

製造業企業が存在 しないため,域 内において圧倒的に高い賃金水準を維持しえ

たからである。第3図 を見ると,ボ ーイング社の賃金水準が,域 内の平均よ り

もかな り高いことが確認できる。
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第4図 シ ア トルの 地域 失 業率

(ヲ6}

14

至2

10

8

6

4

2

01965676971737577798183958789〔 年
・)

出 所:WashingtonStateDept.ofEmploymentSecurity,LaborAreaSu那 加α漉 乳

annually.

.この よ うに,ボ ー イ ン グ社 は シ ア トル にお い て 柔 軟 に雇 用 を 変化 させ る こ と

が 可能 で あ った が,そ の 反面 で,シ ア トルめ 経 済 動 向 に深 刻 な不 安 定 性 を もた

ら して きた。 第4図 には シ ア トル の過 半 を構 成 す るキ ング カウ ンテ ィの失 業 率

の 推 移 を 示 して い る が,ボ ー イ ング社 が 雇 用 を 大 幅 に削 減 した ユ960年 代 末 と.

1980年 代 初 頭 に地 域 内 失 業 率 が 急上 昇 してい る こ とが 読 み とれ る 。 ま た,地 元

経 済 を不 安 定 化 す る に と ど ま らず,同 社 は他 の製 造 業,.特 に 第 一次 世 界 大 戦 以

来 シ ア トル の重 要産 業 で あ った 造船 業 を,労 働 力 獲 得 競 争 に 巻 き込 む こ とで 衰

退 させ て きた27〕。 この よ うな ボ ー イ ング社 の 地域 労 働 市 場 に対 す る.強い影 響 力

に よ り,シ ア トル に お け る製 造 業 の 多様 な発 展 が 「阻 害 」 され て お り,.ボ ー イ

ン グ社 の.「企 業 都 市 」 と して の性 格 が強 め られ て きた と考 え られ る 。

お わ り に

最 後 に,本 稿 で 行 っ た 分 析 を 整 理 し 「航 空 宇 宙 企 業 都 市 」 シ ア トル の 特 質 を

整 理 して お こ う 。

27)Markusじn,Ha且1,Campbell,Deitrick,oμ`鉱,p.16ヨ.
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港 湾 都 市 で あ った シ ア トル は,戦 時 経 済 を契機 に,ボ ー イ ング社 の 本 拠 地 と

して.発展 す る こ と にな った 。 同社 は シ ア トル に多 くの研 究 開発 拠 点 や 工 場 を 集

中 して き たが,物 的 ・社 会 的 イ ンフ ラ ス トラ クチ ュア形 成 とい う観 点 か らは,

ボ ー イ ング社 が シ ア トル の都 市 形 成 に与 えて きた イ ンパ ク トは,そ れ ほ ど強 く

な い こ とが 確 認 で きた 。州 政府 の法 制 度 や 立 法 過程 へ の強 い 関 与 は見 られ る も

の の,ボ ー イ ン グ社 は公 権 力 を媒 介 に した イ ン フ ラス トラ クチ ュア形 成 を 要 求

す る必 要 にせ ま られ な か った た め,ボ ー イ ン グ社 と地 域 公 権 力 との つ な が りは

比 較 的弱 か った か らで あ る 。 ボ ー イ ング杜 が航 空 宇 宙 企 業 で あ り,地 域 公 権力

との 関係 よ りも,連 邦 政府 との強 い 政 治 的 コ ネ ク シ ョンを構 築 す る こ とを 指 向

して き た こ と も,こ の よ うな社 会 ・政 治 的 関係 の形 成 に影 響 して きた もの と考

え られ る。

一 方
,ボ ー イ ン グ社 の直 接 雇 用 に注 目す る と,同 社 は本 社 ・開 発 拠 点 ・航 空

機 の最 終 組 立 拠 点 と して本 拠 地 シ ア トル に多数 の専 門技 術 者 と生 産 労働 者 を結

集 した結 果,航 空 宇宙 産 業 に特 有 の都 市労 働 市 場 を形 成 して い る こ とが確 認 さ

れ た。 また 同社 は,域 内 に お け る圧倒 的 な雇 用 規 模,航 空 宇 宙 企 業 に 特徴 的 な

フ レキ シ ブ ルな雇 用 形 態,域 内 にお け る賃 金 水 準 の高 さか ら,都 市 労働 市 場 に.

きわ めて 強 い 影響 力 を及 ぼ して い る こ と も うか が えた 。 この よ う に直接 雇 用 面

の検 討 か らは,「 航 空 宇 宙 企 業 都 市 」 が 形 成 さ れ て い る こ とが 明 瞭 に確 認 で き

る とい え るだ ろ う。

な お,豊 田市 な どの 日本 の 「企 業都 市 」 を念 頭 に お く論 者 か らは,地 元 都 市

自治 体 との 関係 が それ ほ ど密 接 で な い こ とを根 拠 に,シ ア トルを ボ ー イ ング社

の 「企 業都 市 」 とは規 定 しえ ない との指 摘 もあ ろ う。 しか し労働 市場 面 の分 析

か ら明 らか な よ うに,.筆 者 は シ ア トル が ボ ー イ.ング社 の 資 本 蓄積 活動 に 強 く規

定 され た 「航 空宇 富 企 業 都 市 」 で あ り,む しろ.日本 の 都 市 を 念 頭 に お い た 「企

業 都.市論 」 自体 が よ り豊 か な概 念 に発 展 させ られ るべ きで あ る と考 え て い る。

筆 者 が 本 文 中 で 「企 業 都 市 」 と して括 弧 を付 してい るの は,こ の よ うな意 図 に

よ る。

Lセ繊...こ ・ン 、:ヌ..
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以 上 にお い て,ボ ー イ ング社 が い か に して 「航 空 宇 宙 企 業 都.市」 シ ア トル を

形 成 して い るか を,そ の直 接 的 な影 響 に注 目 して検 討 した。 しか し冒頭 に も提

示 した よ うに,同 社 の シ ア トル に お け る影 響 力 は,政 治 ・社 会 的 関係 や 直接 雇

用 に と どま らな い 。次 稿 で は,同 社 が シ ア トル に お い て保 持 して い る間接 雇 用

の 存 在 形 態 を検 討 し,同 社 の 「航 空 宇 宙企 業都 市 」 の形 成 に対 す る イ ンパ ク ト

を,よ り トー タル な形 で 把 握 す る こ と に した い 。


